Plantronics Discovery™ 925 

ユーザー ガイド 


はじめに 

Plantronics Discovery™ 925 イヤーピースをお買い上げいただき、 
ありがとうございます。このガイドには、イヤーピースの設定ち法と 
使用方法が記載されています。 

A 製品をご使用になる前に、本書に記載されている使用上のま意事項を 
お読みください。 

サポート 

サポートが必要な場合は、プラントロニクス■サービスセンターまでお問 
い合わせください。（電話：日本国内 0422-55-8812 /米国 Technical 
Assistance Center 1866 363 2日 83) また、弊社ウ i ブサイトのサポート 
ぺージより電子メールでお問い合わせいただくことも巧能です。 


イヤーピースのペアリング用の RN コード （ 「パスキー」）は「0000」です。 
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パッケージの内容と各部名称 



イヤーピース 



コールコントロールボタン 


音量調節ボタン 



充電ケース 


AC アダプター充電器 USB 巧電ケーブル 

100〜 240 V 


アクセサリー（オプション) 

A 



争 

中」 

〇; 


78583-01 

車内充電用アダプタ 



* 別売品です。ご注文に関しては、プラントロニクス-サービスセンターに 
お問合せください。 


iv 





















イヤーピース本体の充電 


イヤーピースを快適にお使いいただくためには、まずフル巧電して 
ください。イヤーピースの充電中は、インジケーターがホでゆっくり 
点減します。充電が完了すると、インジケーターは消灯します。 
(いずれの充電方法でも、インジケーターの動作は同じです） 


充電時間 

3時間 ........ フルを電け C アダプター巧電器 

または USB 充電ケーブルを使用） 

1時間 ...... ネ刀めておほいになる前に最晒限 

必要な巧電量 


方法 A : AC アダプター充電器を使用した場合 
1 AC アダブター巧電器をコンセントに接統します。 



2 AC アダプター巧電器をイヤーピースの充電ジャックに接続 


します。 


ち触: USB あ電ケーブルを使用した場合 

1 USB 充電ケーブルをコンピユーターの USB 
ポート[こ接続します。 

2 USB 充電ケーブルをイヤーピースの充電 
ジャックに接備します。 

3 コンピューターの電源を入れます。 



么警告： イヤーピースは、充電器に接続したまま 
使用しないでください。 
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イヤーピース本体の充電 


充電時間 

3時間 ...... フル 巧電（充電 

ケースを使用） 


1時間 ...... 初めてお使いに 

なる前に最巧必 
要な充電 

方ま C :充電ケースを使用した場合 

充電ケースのカバーを開きます。イヤーピースの充電ジャックを、ケースの 
Micro USB ポートに合わせます。イヤーピースを軽く押して 、 Micro USB ポート 
に取り付けます。 

重要： イヤーピースをケースから無理に取り外すと 、 Micro USB ポートが 
破損する恐れがあります。イヤーピースを正しく取り外すには 、 Micro USB 
ポートから垂直ではなく斜め上に向かってイヤーピースのイヤーチッブ側 
を親指で軽く巧してくださし、。もし<は取り出しボタンを巧して取り出して 
ください。 

イヤーピース本体の電池残 量 表示 



入れる 取り出す 



充電インジケーターライト 


点滅回数 


電ミ也残量 

1 

麵 

フル充電 

2 

g 

フル巧電の 

1/3〜2/3 

3 

ご 

フル巧電の 

1/3 レ: i 下 


イ ヤーピースの 電源を入れた状態で、 コール コントロール ボタ ンと 
音量調節ボタンを同時に約2砂間巧し続けます。インジケーターライトが 
ホで点滅し、電化残量が表示されます。 
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携帯用充電ケースの充電 



巧電時間 


9時間.... 

... フル巧電 

( USB 充電ケーブル 
を使用） 

3時間.... 

... フル充電 


( AG アダプター 


巧電器を使用） 


イヤーピースが充電ケース内で1回フルお電されたら、充電ケース本かの 
電池も巧電してください。充電ケースを充電している問、ケースの底にある 
インジケーターライトがホで点滅します。巧電が完了すると、インジケー 
ターは消なします。イヤーピースを巧電ケースに入れて充電した場合は、 
イヤーピース本体と充電ケースの両方が一度に巧電できます。 


充電ケースの巧充電 

1 巧電ケースの電池残量を確認するには、イヤーピースをケースに接結 
してください。イヤーピースが充電モード（インジケーターライトが 
ゆっくり赤で点減する状態）に入らない場合は、イヤーピースと充電 
ケースの両方を巧充電してください。 

2 AC アダプター巧電器をコンセントに接綿するか、 USB 巧電ケーブルを 
コンピュータに接続し、充電ケースの底の巧電ジャックに接続します。 
巧電ケースの充電をおめてから10分が経過しと後に一旦巧電を中断 
した場合は、充電サイクルを完了させるために60分お上置いてから 
次の巧電を開始してください。 


ま： AC アダブター巧電器を使用して巧充電している場合、充電中にケー 
スに触れると暖かく感じられます。充電が完了すると、ケースの温度は 
下がります。詳しくは、「使用上のま意事項」（けぺージ）を参照してくだ 
さし、。 
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イヤーピー スのぺアリング 

ペアリングは、イヤーピースをお使いの携帯電話などの Bluetooth ® 
機器に認識させるプロセスです。イヤーピースをネ刀めて使用する 
前に、 Bluetooth 対応携帯電話とペアリングする必要があります。通常は、 
イヤーピースと携帯電話を1回だけペアリングする必要があります。 


ペアリングのための Bluetooth の起動方法については、お使いの 
Bluetooth 携帯電話などの機器の取扱説明書をご確認ください。 

Plantronics QuickPair ™ テクノロジー 

本イヤーピースには 、 Plantronics QuickPair テクノロジーが搭載されて 
おり、ペアリングを簡単にセットアップすることができます。 

イヤーピースは、電源をなめて入れたときに、自動的に10分間ペアリング 
モードになる機能です。ペアリングが正常に完了した場合、イヤーピース 
の電源は入ったままになり、すぐに使用できます。 

10分レ U 内にペアリングが完了しなかった場合、イヤーピースの電源は自動 
的に切れます。 Bluetooth 電話とのペアリングが完了するまでは、イヤー 
ピースの電源を入れ直すたびに、自動的にペアリングモードになります。 
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携帯電話とイヤーピースのペアリング 



携帯電話とイヤーピースを始めてぺアリングする 
1 携帯電話機の Bluetooth 機能をオンにします。 

携帯電話で、[設定]または[ツールい [ Bluetooth ] > [新規機器登録]を 
選択します。（携帯電話によりオプション名が異なります）詳しくは、お使い 
の携帯電話の取あ試明書を参照してください。 

2 イヤーピースの電源をオンにします。 

コールコントロールボタンを、インジケーターが赤と青で点灯するまで巧し 
続けます。これで、イヤーピースがペアリングモードになります。インジケータ 
-が赤と青で点滅しない場合は、もう一度コールコントロールボタンを押した 
ままにしてイヤーピースの電源を切ります。 

その後、インジケーターが赤と青で点滅するまで、もう一度コールコントロー 
ルボタンを押したままにします。 


3 携帯電話からイヤーピースを検出します。 

電話で、隙定]または[ツールい[接綱> [ Bluetooth ] > [新規機器登録] 
(自動的に検索を始めます）〉 [9 XXPIantronics ] を選択します。（携帯電話 
によりオプション名が異なります）詳しくは、お使ぃの携帯電話の取巧説明 
書を参照して〈ださぃ。 

4 PIN コード（パスキー）の入力を求められたら、 rooooj と入力します。 
ペアリングが完了すると、 イヤー ピースのイン ジケーターが 青で点滅します。 
これで、 イ ヤーピースが電話に接続され、使用する準備が整います。 
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イヤーピースの装着 


最高の音質を得るために、 
マイク ブームが □の端に 
<るようにし、 イヤーピース 
本体を煩にぴったりとつけて 
〈ださい。 


〇 X 




別のサイズのジ X ルイヤチ ップを 取り せける 
安定した装着感を待られない場合、イヤチッブの位置を調節するか、 
別のサイズのイヤチップを試します。イヤーピースには、 M サイズの 
イヤチップが標準で取りかけられていますが、付属の S サイズまたは 
L サイズのイヤチップに交換できます。 



1 イヤーピースを耳から外し、イヤチップを回してルーブ部分の位置を 
調整し、耳に快適に装着できるようにします。それでも不安定だと 
感じる場合は、イヤーピースを耳から外し、別のサイズのイヤチッブに 
交換します。 


2 イヤチッブを外すには、イヤチップのルーブ部分を手前に軽〈引いて 
スピーカーハウジングから外します。 

3 新しいイヤチップを取りかけるには、ルーブ部分をマイクブームと 
ぷ方向に向けてイヤチップをスピーカーハウジングに合わせ、イヤ 
チップを軽〈押します。 
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イヤーピースの操作 


イヤーピースの 
電源を入れる 

インジケーターが青で点灯するまで、コールコントロールボタン 
をが2が'間押し続けます。イヤーピースの電源を入れたときに 
インジケーターが赤で3回点滅する場合は、電池残量がわず力、 
ですので、再を電が必要です。 

を： イヤーピースがスタンバイモードのときは、インジケーターは 
消'なしています。イヤーピースの電源が入っていることを確認する 
じは、どれかボタンを押して〈ださい。青いライトが点滅します。 

イヤーピースの 
電源を切る 

インジケーターがホで点なするまで、コールコントロ ー J レボタン 
をが4秒間押し続けます。電源が切れると、インジケーターは 
消えます。 

を： イヤーピースを装着している場合、電源を入れると上昇音が聞こ 
え、電源を切ると下降音が巧こえます。 

着信に広答 
または着信を 
拒否する 

イヤーピースから着信音が聞こえたら、コールコントロール 
ボタンを個軽く押します。あいトーン音が個聞こえ着信に応答 
します。 

着信を拒否して通話をボイスメールに転送するには、コール 
コントロールボタンを約2秒間巧します。 

ま： イヤーピースから着信音が聞こえる前に携帯電話が鳴ることが 
あります。その場合、イヤーピースから着信音が聞こえるまで待って 
から、コールコント□—ルボタンを巧して電話に応答してくださし、。 

通話を終了する 

通話中にコールコントロールボタンを軽く押します。 

電話を発信する 

イヤーピースが携帯電話とペアリングされており、通層可能 
寵囲巧にあるときは、携帯電話で電話番号を入力し、携帯電話 
の通話ボタンを押すと、通話が自動的にイヤーピースに転送 
されます。 

を: 携帯電話の発信にへッドセットが連動できない機種があります。 
携帯電話の動作適合は弊社の Web サイトをご確認〈ださし、 

を2: —部携帯電話ではマルチポイントで接続できない機種があり 
ます。携帯電話の動作適合は弊社の Web サイトをご確認ください。 

を3: ヘッドセットでは、2台目の携帯電話からの着信に応答する 
ときに、元の通話を保留にすることはできません。 

イヤーピースと 
電話磯の間で 
通話を転送する 

通話中に、コールコントロールボタンを約2秒間押し綿けます。 
あい卜ーン音が個聞こえ、続し、て姻聞こえます。 
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イヤーピースの操作 


マルチポイント接続 
磯能をオンにする 

電化をち持ちさせるために、製品の出荷時はマルチ 
ポイント接続機能力 《 オフに設定されてし、ます。この機能を 
オンに切り替える弔I頃につし、ては、「マルチポイント接続 
機能のオン/オフ」 （13 ページ）を参照してください。 

通話中のオンライン 
インジケーターを 
ホン/オフにする 

イヤーピースの電源が入ったが態で音声調節ボタンを 
が]4秒間押し続けます。インジケーターが青で2砂レ U 上 
減光点'灯するとオフになります。再度オンラインインジ 
ケーターをオンにするには同じ操作を繰り返します。 
インジケーターが青で2秒な上明るく点巧するとオンに 
なります。低い卜ーン音が1回聞こえ、少し間隔をおいて 
からさらに姻聞こえます。 

音量を調節する 

通話种こ音量調節ボタンをままく押します。 

音量には3段階の設定があります。ボタンを巧すごとに 
音量が大きくなり、上限に達するとほいトーン音力巧回 
聞こえます。さらにボタンを巧すと、今度は音量が下限 
までかさ〈なってゆき、そのを再び上限まで大きくなって 
ゆきます。 


A 警告： ヘッドフォンやイヤーピースを長時間大きな音量で使用しないでください, 
難聴じなる恐れがあります。常に適度な音量でご使用ください。 


ハンズフリー機能 

携帯電話やその他のハンズフリープロファイルをサポートする Bluetooth 
磯器では、次の機能が使用できます 


最後にダイヤルした コールコントロールボタンを2回軽く押します。 

香号ヘリダイヤルする ほいトーン音が2回間こえます。 


音声ダイヤル磯能を使う イヤーピースの電源が入っているときに、コール 

コントロールボタンを、あいトーン音が1回 
聞こえるまで約2秒間押し綿けます。 

(携帯電話が対応している場合：お使いの携帯電話のユーザーガイドでご確認ください) 
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通信距離 


接続を維持するには、イヤーピースを Bluetooth 機器からお 10 m の範囲 
内で使用してください。イヤーピースと電話の問に障害物があると、 
電放干渉を受ける可能性があります。 

よりよい音質を得るには、イヤーピースと携帯電話が、自分の身体の 
同じ側にくることが望ましいです。 

通信可能節团外[こ移動すると、音質が低下します。通信可能範囲外に 
移動したために接続が切断されると、イヤーピースから高いトーン音 
が聞こえ60抄間にわたって巧接続が試みられます。通信可能範囲巧に 
戻ると、コールコントロールボタンを巧して手動で再接続できます。 

ミ主： 音質は、イヤーピースとペアリングされている機器により変わること 
があります。 


インジケーターライトと卜ーン音 



ラィト 

トーン音 

ステータス確認 

青で1回点減 

トーン音1つ 

充電 

10秒ごとに赤で1回点減 

なし 

充電終了 

なし 

なし 

電池残量不足 

フル巧電の2/3レツ下の場合、 
赤で2回点減 

なし 

電池残量微か 

10秒ごとに赤で3回点減 

10砂ごとに高い 
卜ーン音3つ 

ぺアリング 

赤と青で点滅 

おいトーン音1つ 

ペアリング完了 

青で点減 

低いトーン音1つ 

電源のオン 

2砂間にわたり青で点な 

レ日立 
上 升曰 

電源のホフ 

4砂間にわたり赤で点な 

下降音 
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インジケ 

—夕ーフイトと卜 

ーン音 


ラィト 

トーン音 

着信中 

2砂ごとに青で3回点减 

2秒ごとにル刻みな 
ほい卜ーン音3つ 

着信応答 

青で1回点滅 

ほいトーン音1つ 

通話中 

2秒ごとに青で1回点滅 

なし 

音量の調節 

調節するたびに青で1回点滅 

対応する音量の 
トーン音1つ 
音量の上限に達す 
ると卜ーン2つ 

通話終了 

青で1回点滅 

ほい卜ーン1つ 

不在着信 

10秒ごとに紫で3回点滅 
巧分間継続） 

なし 

通信可能範囲か 
にお動 

なし 

高い卜ーン音1つ 

通信可能範囲巧 
に移動 

イヤーピースの現在の状態に 
合わせて点滅 

ほいトーン音1つ 

マル于ポイント 
接統磯能のオン 

青で2回点滅 

なし 

マルチポイント 
接統磯能のオフ 

青で1回点滅 

なし 


ミ主： 巧巧設定では、オンラインインジケーターはオンに設定されています。 
オンラインインジケーターをホフに切り替える手順については、 

「イヤーピースの操作」 （8 ぺージ）を参照してください。 
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トラブルシューティング 

イヤーピースから 
通話ができない。 

イヤーピースがフルを電されていることを確認して 
くださし、。 

イヤーピースが、使巧する Bluetooth 機器とペアリング 
されていることを確認してください。 

「イヤーピースのペアリング」 （4 ページ）を参照して 
くださし、。 

携帯電話で 
イヤーピースが 
検出されない。 

携帯電話とイヤーピースの両方の電源をいったん 
切って入れ直してから、4ページのペアリング手順を 
繰り返してください。 

PIN コードを入力で 
きない。 

携帯電話とイヤーピースの両方の電源をいったん 
切って入れ直してから、4ページのペアリング手順を 
繰り返して〈ださし、。 PIN コード（パスキー）はの〇〇〇」 
です。 

通話相手の声や 
ダイヤルトーンが 
聞こえない。 

イヤーピースの電源がオンになっていない可能性が 
あります。コールコントロールボタンを、ダイヤル 
トーンが聞こえるまで（インジケーターが青で点な 
するまで）約2砂間巧してください。 

イヤーピースが通信可能範囲かにある可能性があり 
ます。 Bluetooth 機器の近〈に移動してください。 

イヤーピースの電化残量がない可能性があ y ます。 
巧電してください。「イヤーピースの巧電」 （1 ページ） 

を参照してください。 

音量がかさすぎる可能性があります。音量訳!節ボタン 
を繰り返し押して音量を調節して〈ださい。手順に 
ついては、「イヤーピースの操作」 （8 ページ）を参照 
してください。 

イヤーチッブが正しく取り付けられていることを確認 
して〈ださい。「イヤーピースの结着」 （6 ページ）を 
参照してください。 
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トラブルシユーテイング 


音質が悪い。 

マイクブームを口元に巧け、イヤーピースが耳に適切に 
装着されていることを確認してくださし、。 

「イヤーピースの装着」 （6 ページ）を参照してください。 

通話相手に自分の声 
が聞こえない。 

イヤーピースが通信可能範囲外にある可能性があり 
ます。 Bluetooth 機器の近くに移動して〈ださい。 

「通信距離」 （9 ページ）を参照してください。 

イヤーチッブが耳に 
フィットしなし、。 

別のサイズのイヤチッブを試してくださし、。 

「イヤーピースの装着」巧ページ)を参照してくださし、。 

イヤーピースが耳か 
ら落ちる。 

マイクブームを口元に向け、イヤーピースが耳に適切 
に装着されていることを確認して〈ださし、。 

「イヤーピースの装着」 （6 ページ）を参照してくださし、。 

イヤチップがミモれて 
いる。 

イヤーピースからイヤーチップをかし、洗剤を落か 
しためるま湯で洗って十分に乾かします。イヤ于ップ 
が完全に乾いてからイヤーピースに取り付けてくだ 
さし、。 
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複数の BI uetooth 機器の使用 


Plantronics Discovery 925 ではマルチポイント接続機能が搭載されて 
いるため、1つのイヤーピースで2台の Bluetooth 対応携帯電話や携帯電話と 
パソコン • PDA など2台の Bluetooth 搭載機器を使用できます。 

マルチポイント接続機能のオン/オフ 

複数の携帯電話を使用するには、マルチポイント接続機能をオンにする 
必要があります。この機能がオフの場合、イヤーピースは1台の Bluetooth 
機器にしか接結できません。 

1 イヤーピースの電源を切った状態で、音量調節ボタンとコールコン 
トロールボタンを同時に巧し続けます。イヤーピースの電源が入り、 
インジケーターが青で2回点減します。 

2 イヤーピースともう1台の携帯電話をペアリングする手順については、 
「イヤーピースのペアリング」 （5 ぺージ）を参照してください。 

ま： マル于ポイント接統機能をオフに切り替えるには、手順1を繰り返します。 
インジケーターが青で1回点減し、マル于ポイント接綿機能がオフになったことを 
'J、 します* 0 

通 t まをを信ずる 

イヤーピースは、直前に使用した電話から通話を発慢します。も引つの 
電話から発信するには、その携帯電話の通話コントロールを使います。これ 
より、2台目の電話とイヤーピース間にアクティブなリンクがお成されます。 

通話中にもう1台の電話で着信に応答する 

新しい着信に応答する場合は、元の通話を終了する必要があります。 
新しい着信に応答するときに、元の通話を保留にすることはできません。 

1 コールコントロールボタンを1回押して、通話中の電話を切ります。 

2 コールコントロールボタンをもう1回押して、も引台の電話からの新しい 
着信に応答します。 

ま： 新しい着信に応答しない場合、着情した携帯電話に留守番電話やボイス 
メール機能があるときは、着信が留守番電話やボイスメールに転送されます。 
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製品仕様 


連綿通話時間* 

最大約日時間 

連綿待受時間* 

最大約175時間 

(マルチポイント接統機能力 S オフの場合） 

最大約100時間 

(マル于ポイント接統機能力 S オンの場合） 

ち電時間 

イヤーピースの充電 
(AC アダプター巧電器使用）=が]3時間 
イヤーピースの巧電 
(USB 巧電ケーブル使用）=約3時間 
イヤーピースの充電 
(巧電ケース使用）=約3時間 
巧電ケースの巧電 

CAC アダプター巧電器使用）=約3時間 
あ電ケースの巧電 （USB あ電器使用）=約9時間 

通信距離 

約 10m 

イヤーピース重量 

約 8g 

電池 

イヤーピース：リチウムイオンポリマー 
巧電ケース：ニッケル水素 

保管-使用温度 

0。 C 〜 4cr C のでな下になる場所では充電しないで 
ください。 また0でお下となる寒;令地における無人 
の車両の中などでは充電しないでくださし、） 

バージヨン 

通信規格： Bluetooth® V2.0+EDR (Enhanced Data 
Rate) 対応 （vl.1 および v1.2 との下位互換あり） 

お綿互換性 

へツドセツトプロファイルと/\ンズフリープロ 
ファイルをサポートする Bluetooth 対応携帯電話 
および Bluetooth 磯器に対応 


* お使いの機器によってを少異なります。 
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製品の保証 


Plantronics 社によって製造、販売、または承認された製品が、日本国ので 
購入および使巧される場合に限り、その聲品に物理的な欠陥がないことを保証 
します。 

保証期間は、製品の購入日から1年間とします。 

この保証は、領収書の原本をお持ちのお客様のみに適用されます。 

この保証を満たさない製品は、 Plantronics 社の独自の判断により、修理 
または交換されるものとします。ただし、使用される製品や部品は、元のものと 
機能的に等しい再生品、謂整品、または新品の場合があります。 

曰本国巧でのサービスについては、日本ブラントロニクス株式会社 
(電話： 03-3509-6400) 、またはブラントロニクス■サービスセンター 
(電話： 0422-55-8812) まで、お電話でお問い合わせください。 

この保証は、お客樣に特定の法的権利を付与するものです。まの管轄地域に 
よっては、化の権利が付与されることもあります。保証対象外の品目など、この 
制限付き保証について詳し〈おがりになりたい場合は、弊なサービスセンター 
にお問い合わせく ださい。 
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使用上のを意事項 


Bluetooth ® イヤーピースと付属品をお使いになるおに、次のを意事項を必ずお読み 
くださし、また、この指示書を大切に保管してください。磬品ゃパッケージ、ューザー 
の操作手順にも警告事項が記載されている場合があります。 このマー ク么 は、ま全 
上の警告事項を示します。 

一般的なま意事項： 

温度の° C 〜40° C の環境で使巧および保管してください。 


A 警告 

大音量でほ用したり、音圧が高すぎると、聴力障害が発生する可能性があります。 
使用をにより適する音量は異なりますが、イヤーピースは常に中程度の音量に 
設定し、大音量で長時間巧巧しないようにしてください。音量が大きいほど、聴力に 
影醬を受けるまでの時間が短くなります。同じイヤーピースを巧巧する場合でも、 
ご利用の機器によって音量が異なることがあります。使用する機器とその機器での 
設定が、イヤーピースで得られる音量に影響します。間いていて不快と感じたときは、 
直ちにイヤーピースの巧用を中止してください。聴覚のま門家は、聴力を保護する 
ために巧のことを実践することを勧めています。 

1 イヤーピースを耳に装着する前に、音量をほレベルに下げる。 

2 イヤーピースを大音量で巧う時間を制限する。 

3 周囲の騒音を遮断する目的で音量を上げない。 

4 近〈にいる人の寅が聞こえない場合は、イヤーピースの音量を下げる。 

. イヤーピースを両耳に装着すると、外部の音が聞こえにく〈なります。イヤー 
ピースを装着したまま自動車を運乾することは法律で規制されています。必ず 
法律を遵守し、正し〈お使い〈ださい。 

• 運転中の携帯電話およびイヤーピースの使用については、おずま規制にがって 
くださし、運転中にイヤーピースを使巧する場合は、を意が散漫にならない 
ようにし、安全運転をむがけてください。 

• ガソリンスタンド、病院、発破現場、爆発の恐れのある場巧、航空機内など、 
電気製品や無線機器の電源を切るよう f 旨示や標識がある場巧では、それらの 
f 旨示に必ず従ってください。 
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• 本製品と、本製品のコードおよびケーブルを、稼働中の機械装置の側に置かな 
いでください。また、製品のコードを首の周囲に巻きつけると、窒息する危険が 
ありますのでごを意ください。 

• 本磬品は玩具ではありません。本製品は、お子様の手に触れないようにして 
ください。ルさい部品で窒息する恐れがあります。 

• イヤ于ッブやイヤー/くッドを装着するときは、ユーザーガイドの手順に従い、 
耳巧に無理に押し込まないでください。耳巧に詰まった場合は、まやかに医師 
の診断を受けてください。 

• イヤチップやイヤーバッドは清潔に保って〈ださい。耳垢などのミモれがついて 
し、ると、性能が落ちることがあります。 

• イヤーピースに高い圧力がかかると、が耳が傷つく恐れがあります。寝るとき 
や、イヤーピースに不適切な圧力がかかる可能性のあるが兄では、イヤーピース 
を使用しないでください。 

■ 本誤品や巧電器を分解したり、異物を挿入しないでください。内部の部品が 
破損したり、けがをする巧れがあります。 

• 本磬品や充電器が加熱した場合、コードやブラグが破損した場合、旁として 
破損した場合、水中に落とした場合は、充電器を電源から巧りかし、製品の 
使用を中止してください。 

. イヤーピースを湿気のをい場巧で巧用したり、雨やその化の液ホで;需らさない 
でください。イヤーピースが破損したり、けがをするをれがあります。高耐义型 
やスポーツ仕様の製品は、湿気の多い場巧でも使巧できます。 


成を 電に関する警告： 

• 裂品を充電する際は、感電や、爆発、火災を防ぐため、必ず Plantronics 純正 
の充電器を使巧してください。 Plantronics 誤の充電器は、他の誤品を巧電 
したり、その他の目的のために巧巧しないでください。本製品の定格電圧が 
お住まいの地域の電源電圧や巧用する電圧に対応していることを確認して < だ 
さい。 

■ イヤーピースが、ま用アダプターを使って携帯電話の巧電器で巧電するように 
設計されている場合は、提帯電話の®造元によって認可されわ携帯電話付属の 
充電器のみを使用してください。 

• 本誤品に付属している取巧詰明書になってイヤーピースを巧電してください。 

• 充電器で使用する電源 （ AC 電源）コンセントは、本製品の側にあり、簡単に届く 
場抓こあるものを使用して〈ださい。 
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A 電化に関する警告： 

爆発の危険、ち毒な化学薬品の引义や漏出を避けるために、お下の警告に 
留意〈ださい。 

• 本誤品または電池を焼却化かしないでください。電化の電解槽が帰発する巧れ 
があります。 

• 電池を開けたり、分解しないでください。電ミ也には腐食性材料が含まれている 
可能性があり、目や皮膚に善を及ぼしたり、飲み述むと中毒の原因となるをれ 
があります。 

■ お子様の手の届かない場所に保管してください。 

■ 誤品の電ミ也が交換までない場合は、誤品を分解して電ミ也を取 y 出さないで 
ください。 

• 電池の交換が可能な場合は、 Plantronics 誤の電化のみを使用して<ださい。 
電あをセツトするときは、ブラスとマイナスの向きが正しいことを確認して 
ください。 

• ホ充電まを電池から巧電するタイブの製品の場合で、製品を長期間使用しな 
いときは、充電器から電ミ也を取り出してください。また、乾電あが切れたら、 
すぐに充電器から取り出してください。充電電ミ也を使用しないでください。 

• 電ミ也や電あホルダーが、鍵や硬貨のような金属に接触しないようにして〈だ 

さし、。 


リサイクル：本製品および電ミ也は、適切な方までリサイクルまとは廃棄して 
ください。 

廃棄方法については、地域のリサイクル施設にお問い合わせ〈ださい。 
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